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１．組織の概要、対象範囲（認証・登録範囲）

商号 ：新日本コンピュータマジメント株式会社（SCM)
Shin-nihon Computer Management Co., Ltd.

代表者 ：代表取締役社長 神保 敦（じんぼ あつし）

設 立 ：１８７５年２月

資本金 ：９.９８０万円

従業員数 ：３６７名（２０２３年４月１日現在）

所在地 ：■ 東京本社
〒162-0845
東京都新宿区市谷本村町1-1 住友市ヶ谷ビル14階
TEL：03-6378-7481 FAX：03-6378-7488

■ 大阪本社
〒530-0004
大阪市北区堂島浜1-4-16 アクア堂島ＮＢＦタワー17階
TEL：06-6345-2585 FAX：06-6345-2586

事業内容 ：システムの設計・開発
ITインフラ環境構築・運用
情報処理支援サービス
DXソリューションの提案

事業年度 ：４月～翌年３月

環境管理責任者
：専務取締役 神保 聡 TEL：03-6378-7481

□組織の概要

□対象範囲（認証・登録範囲）

登録事業者名：新日本コンピュータマネジメント株式会社

対象事業所 ：全事業所（東京本社、大阪本社）

対象の従業員数：119名
（派遣契約（又は請負契約）等の契約先事業所内勤務者を除外）
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【基本理念】 

当社は、地球環境保全が人類共通の重要課題であると考え、法令を遵守し事業活動で

継続的改善に努めることはもとより、“Think globally, Act locally”（地球規模で考え、

足元から行動せよ）を実践する地球温暖化の緩和に向けた取り組みや様々な環境活動

に参加して社会に貢献します。 

【基本方針】 

1. 二酸化炭素排出量、廃棄物排出量を削減するため目標を設定し 

適切に管理します。 

 

2. 循環型社会の構築を推進するため、省資源、リサイクルの推進に努めます。 

 

3. 環境関連法規等ならびに当社が同意した協定その他を遵守します。 

 

4. 従業員教育と環境活動を通じて明るく活気のある職場づくりを推進します。 

 

5. ソフトウエア開発事業や IT ソリューションの提供を通じて、業務効率化や 

コストダウン、人やモノの移動削減、資源・エネルギーの消費抑制などの 

環境負荷低減により、地球環境の保全に努めます。 

         

制定：２０１６年２月２６日 

改訂：２０２３年５月１日  

新日本コンピュータマネジメント株式会社 

代表取締役社長 神保 敦 

 

２．環境経営方針
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３．環境経営推進組織図
制定日

改訂日

エコ・リーダー

サブリーダー
・各事業所の環境活動を推進

全従業員
・環境経営方針の理解と環境への取組みの重要性を自覚

・決められたことを守り、自主的、積極的に環境活動へ参加

・従業員へ環境に関する教育・訓練の実施

・環境活動に関する文書・記録類の管理

・環境経営レポートの作成、公開

・環境関連の問題点の発見、是正、予防処置の実施

環境事務局 ・環境委員会の事務局

・環境経営計画書原案の作成

・環境経営活動の取組結果を代表者へ報告

環境委員会 ・環境経営計画の実施及び達成状況の報告

・環境関連の社内外コミュニケーション窓口

内部監査人 ・内部監査の計画および実施

・監査結果の報告

環境管理責任者 ・環境経営システムの構築・運用と管理

・環境経営目標設定の承認

・代表者による全体の評価と見直しの実施

・環境経営レポートの承認

・環境経営システムの運用に必要な経営資源の準備

・環境経営方針の策定・見直し及び全従業員への周知

・環境管理責任者の任命

 2016年2月26日

2023年4月1日

役割・責任・権限

代表者（社長） ・環境経営に関する統括責任

環境管理責任者
(神保専務取締役)

代表者
（神保社長）

大阪本社

エコ・リーダー

サブリーダー

東京本社

エコ・リーダー

サブリーダー

全従業員

環境事務局
(総務部)

内部監査人
(内部監査室)

[環境委員
会]
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４．数値目標

□中長期目標A1:I26A1:I25B30A1:I30A1A1:I31主な環境負荷の実績
基準値

2014年度 2021年 2022年 2023年

kWh

kg-CO2

kg データなし

kg データなし

□今期の目標及びその実績 　評価表示　（達成＝◯、　未達成＝×、　評価なし＝－）

基準値 目標値 実績値

kWh 124,503 114,543 103,540 〇

kg-CO2 79,558 73,193 42,480 〇

kg 2,224

（2016年度）

kg - - 200 -

基準値 : 電力使用量/二酸化炭素排出量　2014年度データ。東京・大阪本社ともに一律 東京電力(株)0.505kg-CO2/kWh(基礎)にて算出。

基準値 : 一般廃棄物排出量のみ（＊）    2016年度データ使用。

　2022年度：東京電力エナジーパートナー株式会社　CO2排出係数 0.390kg-CO2/kWh

　2021年度：関西電力株式会社　　　　　　　　　　　  CO2排出係数 0.434kg-CO2/kWh

□中長期目標

基準値

kWh 124,503 113,298

kg-CO2 79,558 72,398

kg 2,224 2,024

kg - -

2014年度 2024年度 2025年度 2026年度

二酸化炭素排出量

産業廃棄物

環境に配慮した製品の促進
ソフトウエア開発事業やITソリューションの提供を通じて、業務効率化やコストダウン、

人やモノの移動削減、資源・エネルギーの消費抑制などの環境負荷低減により、地球環境の保全に努める

一般廃棄物排出量

×

電力使用量の削減

環境に配慮した製品の促進
ソフトウエア開発事業やITソリューションの提供を通じて、業務効率化やコストダウン、

人やモノの移動削減、資源・エネルギーの消費抑制などの環境負荷低減により、地球環境の保全に努める

R４年度実績－　R5.１2.22   環境省・経済産業省公表　○令和５年度の温室効果ガス排出量を算定する際に用いる係数。

産業廃棄物は、継続的な排出が無いため、目標設定は出来ない。

項　目 単位

目標値

産業廃棄物

水使用量は、ビル共用部のためテナント把握不可、対象外とする。

電力使用量の削減

二酸化炭素排出量

一般廃棄物排出量 1,801 1,835

一般廃棄物排出量 2,045 2,270 1,835

項　目 単位 目標達成状況
2014年度 2023年度 2023年度

産業廃棄物 30 0 200

二酸化炭素排出量 79,558 36,459 37,137 42,480

項　目 単位

環境負荷実績

電力使用量 124,503 95,338 96,115 103,540
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５．環境経営計画及び取組結果とその評価
活動：◎よくできた　○まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

活動

1 空調の適正化（冷房２６～２８℃ 暖房２0～２３℃） 〇

2 ◎

3 ○

4 〇

5 ◎

6 ◎

1 ◎

2 ◎

3 ◎

4 ◎

1 〇

2 〇

3 〇

4 〇
認定NPO法人 世界の子どもにワクチンを 日本委員会

　2020年度より継続活動

・当社は、ペットボトルキャップを収集し
「プラスチックリサイクルの大栄環境株式会社」へ引渡し
プラスチックパレットに生まれ変わります。
その原料相当額は、途上国の子供たちにワクチンを贈ろうを
支援。

　　202３年度実績　ワクチン換算　約２４．８人分

社会貢献活動　他

事業所周辺の清掃活動

　2015年度より継続活動（コロナ禍は活動自粛）
　2022年度より活動再開

【東京】新宿区一斉道路美化活動参加
１１月　秋のごみゼロ運動

【大阪】「大阪市まち美化パートナー制度」2017年度より参画。
毎月、大阪本社周辺の清掃活動を実施中。

中之島ガーデンブリッジ環境美化活動

　2018年度より継続活動（コロナ禍は活動自粛）

・大阪市経済戦略局観光部観光課、地域、企業が連携し
花植えを通じた地域活性化の取組み。

認定 NPO 法人 ふーどばんくOSAKA

　2020年度より継続活動

・防災備蓄品の寄贈
とりそぼろ缶詰：８０缶

　　野菜たっぷりトマト・豆のスープ：８ケース、240袋

・フードドライブ202３年度　 食品１９品目を寄贈

環境に配慮した製品の促進

1

ソフトウエア開発事業やITソリューションの
提供を通じて、業務効率化やコストダウン、
人やモノの移動削減、資源・エネルギーの
消費抑制などの環境負荷低減により、
地球環境の保全に努める
＜対象製品＞
BusinessWorkFlow・クラファス・BlueSweeper・
STAFee・DataInput for DataDelivery

〇

自治体向けに提供している製品が1ライセンス販売でき、導入先の自治
体でのペーパレスに貢献し、環境に配慮した取り組みが進むよう対応を
行った。

環境に配慮した製品の販売を促進し、通期でBlueSweeperを2社、
DataInput for DataDeliveryを5社（類似製品含む）へ販売・導入を
行った。商材提案、顧客打ち合わせの際は、Teams会議を積極活用
し、不要な紙資料の提出を削減した。

ノーネクタイ等のクールビズ対応

ひざかけ等の使用でウォームビズ対応

一般廃棄物の排出量の削減

ゴミ分別の周知徹底
・ゴミ分別は、ポスター掲示により周知し継続中。

・事務備品・緩衝材等のリサイクル品の活用を推進した。。

・廃棄物の自動計測の仕組みを導入し、計測データを分析することで、
廃棄物の増減の原因を分析し削減に向けた施策を検討する。

消耗品の詰替利用

リサイクルによる事務備品の有効活用

購入品（段ボール・緩衝材）のリユース

取組計画 取組結果とその評価

電力使用量および二酸化炭素排出量の削減

・東阪とも、環境データの自動計測の仕組みを導入し、温度・湿度・
CO２濃度を常に監視することで、１時間ごとの計測データによる空調
設定や換気を行うことで作業環境の最適化を図った。

・室内ブラインドの使用やサーキュレーター等による
室温の均等化は継続中。

・照明のLED化を推進し室内照明の電力使用量の削減に取り組む。

室内ブラインド使用による遮熱性・断熱性向上

扇風機・サーキュレータ等による室温の均等化

室内不在エリア　消灯・エアコンＯＦＦ励行
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６．2024年度環境経営計画

責任者

 二酸化炭素排出量削減

・空調の適正化（冷房26～28℃、暖房20～23℃）

・室内ブラインド使用による遮熱性・断熱性向上

・扇風機・サーキュレータ等による室温の均等化

・室内不在エリア　消灯・エアコンOFF励行

・ノーネクタイ等のクールビズ対応

・ひざかけ等の使用でウォームビズ対応

 廃棄物排出量削減

・ゴミ分別の周知徹底

 水使用量の削減

共用部のため

使用量把握不可
・節水運動（節水ステッカー貼付や従業者相互の声掛け）

  事業活動 

 食品ロスへの取組み

 全従業者

・決められたことを守り、自主的、積極的に環境活動へ参加

・フードバンク活動に賛同し活動支援（ボランティア活動含）および社内防災備蓄品の寄贈

 ボトルキャップを集めてワクチンを贈ろう

総務部

（全従業者）

総務部

（全従業者）

・ペットボトルキャップを収集しリサイクル会社へ引渡した原料相当額が途上国の子供たちに

　ワクチンを贈る「認定NPO法人世界の子どもにワクチンを日本委員会」を支援します。

総務部
（全従業者）

【大阪本社】大阪市まち美化パートナー制度へ参画　＜アクア堂島ＮＢＦタワー　ー　桜橋交差点＞

・環境経営方針の理解と環境への取組みの重要性を自覚

 東京本社・大阪本社周辺の清掃活動
総務部

（全従業者）
【東京本社】ポイ捨てゴミが目立つ市ヶ谷橋周辺の清掃　＜住友市ヶ谷ビル－市ヶ谷橋－市ヶ谷駅＞

各部門責任者
（全従業者）

電力

使用量削減

総務部

（全従業者）

取組目標と関連するSDGｓ

・フードドライブ：家庭の食品ロス（家庭で眠っている食品）を集めてフードバンクへ寄贈

・リサイクルによる事務備品の有効活用

・ソフトウエア開発事業やITソリューションの提供を通じて、業務効率化やコストダウン、

　人やモノの移動削減、資源・エネルギーの消費抑制などの環境負荷低減により、地球環境の

　保全に努める

各部門責任者

（全従業者）

総務部

（全従業者）
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７．環境関連法規等の遵守状況と代表者見直し

□環境関連法規等の遵守状況

評価

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

環境関連法規制の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。

□代表者による全体の評価と見直し・指示

尚、関係当局よりの違反の指摘、利害関係者からの訴訟等は、ありません。

 事業活動では、コロナ禍は沈静化したものの働き方の多様化は加速しており、それに対応する有用なクラウ
ド型経費精算・申請システム、電子帳簿保存法対応の電子文書保存システムの提供に加え、公共機関向けク
ラウドサービスによるオンライン申請システムの提供等のICTを活用したソリューションを顧客に提供し
た。
業務運営では在宅勤務、時差出勤等の体制を継続しているが、在宅から出勤に変更となった従業員が増加し

たため廃棄物が微増となった.。電力使用量は目標をクリアしたが、廃棄物削減は目標未達となった。また、
廃棄物自動計測ツールが安定して稼働したことにより廃棄物の自動計測が可能となり、生産性向上に繋がっ
た。前年度と同様に、WEBツール、クラウドサービスの活用、社内業務のペーパーレス化推進を継続し、出
張や移動時間の低減を図った。
CSR活動としては地域清掃活動、環境保全の活動を可能な範囲で実施、防災備蓄品の提供やフードドライ

ブ、ペットボトルキャップリサイクルの各活動を継続。新たな取り組みとして、SDGsフォトコンテストを
実施し社会貢献と従業員のSDGsの取組み意識の醸成を図った。従業員の健康意識の向上を目的に、喫煙や
女性特有の健康に関するテーマの教育研修を全社に実施し、ウォーキングキャンペーンも派遣社員等の希望
者に範囲を広げて実施した。
今後に向けては、労働環境の改善を図るための大阪本社の増床や、従業員の出勤率増加による消費電力や廃

棄物の増加が見込まれることから、基準の見直しを行うこと、次年度以降の中長期目標を策定し、従業員に
対して取り組むべき目標の周知、身近な環境やSDGsへの取り組みをわかりやすく発信し啓蒙のための施策
により、各々の意識向上に引き続き取り組むことを指示した。

2024年6月10日

代表取締役社長　神保　敦

家電リサイクル法 ・特定家電製品廃棄時の処理費（家電リサイクル券購入）

資源の有効な利用の促進に関する法律
・製品の長期間使用、再生資源および再生部品の利用の促進に努める
・分別回収や販売店を通じた引き取りなど、国、地方公共団体、

事業者が実施する措置に協力

東京都帰宅困難者対策条例
・従業者の安全並びに管理する施設及び設備の安全性の確保に努めるとともに、

大規模災害の発生時において、都、区市町村、他の事業者その他関係機関と
連携し、帰宅困難者対策に取り組むよう努めなければならない。

法規制等の名称 要求事項

廃棄物の処理及び清掃に関する法律

・廃棄物(一般廃棄物・産業廃棄物)の適正処理

・許可業者と委託契約書の締結・保存

・産業廃棄物の運搬・処分等の委託の基準の遵守

・マニフェストの保管

・水銀回収が義務付けられているものの処理を委託する場合は、
水銀回収が可能な事業者に委託

環境経営方針 ： 変更なし □変更あり

環境経営目標・計画 ： 変更なし □変更あり

実施体制他 ： 変更なし □変更あり



2023年度
環境活動実績

①清掃活動

・大阪まち美化活動実績
・東京新宿区秋のゴミゼロ運動活動実績

②環境活動

・大阪中の島ガーデンブリッジ 花植え活動実績
・ペットボトルキャップリサイクル活動実績
・フードドライブ活動実績
・SDGｓフォトキャンペーン活動実績

８．202３年度 環境活動紹介
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①清掃活動

2023年５月12日（金） 5

2023年６月９日（金） 4

2023年７月14日（金） 7

2023年８月1０日（木） 3

2023年９月８日（金）

雨天中止 0

2023年１０月1３日（金） 2

2023年１１月1０日（金）

雨天中止 0

2023年１２月８日（金） 3

2024年１月１２日（金）
※雨天中止 6

2024年２月９日（金）

大阪マラソンクリーンUP
※雨天中止

7

2024年３月８日（金）
※雨天中止

活動予定日
参加

人数

・大阪まち美化活動実績 のべ３７名の参加
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・東京新宿区秋のゴミゼロ運動活動実績

２０２３年度は、１１月に秋のゴ
ミゼロ運動として、２回実施した。

実績）
①１１月９日 １０名参加：６袋回収
②１１月24日 １０名参加：３袋回収
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②環境活動

大阪中の島ガーデンブリッジ 花植え活動実績

・２０２３年４月１０日 ７名参加
・２０２３年１２月４日 ５名参加

地域の方々との、交流を行った。
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ペットボトルキャップリサイクル活動実績

東京本社
① 2023.4.6 ２.７Kg ２.１人分
② 2023.5.9 ２.９Kg ２.２人分
③ 2023.6.20   ２.６Kg ２.０人分
④ 2023.8.2 ３.０Kg ２.３人分
⑤ 2023.10.6   ４.６Kg ３.５人分
⑥ 2023.12.5   ３.９Kg ３.０人分
⑦ 2024.2.8 ３.９Kg ３.０人分

合 計 ２３.６Kg １７.１人分

大阪本社
① 2023.8.10    ５.０Kg ３.８人分
② 2023.12.7 ５.０Kg ３.９人分

合 計 １０.０Kg ７.７人分

2023年度実績 全社合計 ３３.６Kg ２４.８人

分

14



フードドライブ活動実績

送付元 品名 数量（袋） 賞味期限

東京本社
カゴメ野菜たっぷりスープ「トマトのスープ160g」 ３０袋入×２ケース＝６０袋 2024/1/31

カゴメ野菜たっぷりスープ「豆のスープ160g」 ３０袋入×２ケース＝６０袋 2024/2/1

大阪本社
カゴメ野菜たっぷりスープ「トマトのスープ160g」 ３０袋入×２ケース＝６０袋 2024/1/31

カゴメ野菜たっぷりスープ「豆のスープ160g」 ３０袋入×２ケース＝６０袋 2024/2/1

合計 ８ケース ２４０袋

防災用備蓄品の入替のため、ふーどばんく大阪へ寄贈
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SDGｓフォトキャンペーン活動実績

２４作品の応募があった。

審査結果

２０２３年１０月２３日（月）～１１月１７日
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９．ソリューションサービス・クラウドサービス



18



19



20



21



22



23



24



25



26



27



28



29



30



31



32


	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13
	スライド 14
	スライド 15
	スライド 16
	スライド 17
	スライド 18
	スライド 19
	スライド 20
	スライド 21
	スライド 22
	スライド 23
	スライド 24
	スライド 25
	スライド 26
	スライド 27
	スライド 28
	スライド 29
	スライド 30

